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　　　　　　濃縮度試験報告書

試　料　名　　四塩化炭素　　　（試料　斑K－64）

分　子　式　　CC14

構　造　式
　　　　　　　　　　c1
　　　　　　　　　　．．l

　　　　　　　　　C1－C’一〔；1
　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　Cユ

　同　定　　工Rスペクトル　　（図一｛4参照）

　性　状
　　　　　　外　観　無色誘明　　沸点◎　76～78
　　　　　　　　　　　　液体
　　　　　　純度CO99　　比重ゴ．6
　　　　　　溶解性対水一800ppm（平／V）a七25℃

　　　　　　　　　　対n一廓ン、0000ppm（甲）

　　　　　　　　　　対メタノール　10DO臼ppm（Wン1V）

　　　　　　　㈲　上記の数値まで溶解性を確耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　使用

試験期間　昭和54年11月10日一昭和55年2月8日

試験方法及び条件

離調…一一一一

5．1　T　Lm試．験

　⑥　ヒメダカ　平均体重O、258　塩化第二水銀検定合格魚＊

　　　＊田端佃じ二：用水と廃六，　147　12？7～1505（1972）

　⑥　溶解法

　　　　供試物質の500ppm（W／V）水溶液を調製した。

　（c）試験温度

　　　　25±1℃

　（dl　試験結果

　　　　48時間TLm値：45ppm（W／V）
　　　　　　　　　　　　　（図一5’参照）



5．2　濃縮9を試験

義　2．可　　試験条件

　　　〔巳）　水系環境調節装置　　流水式

　　　　　（揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用）

　　　　　賦験水槽

　　　　　　ガラス製　容　 景　 1001　流水量　 11521／日

　　　　　　原液：希釈水翻逗m1／分：800m1／分

　　（b）試験魚

　　　　　　　　　　平均体亙50，4g
　　　　　コ　イ
　　　　　　　　　　平均体長　10．5cm

　　　　　　　　平均脂質含量54チ＊

　　　　＊皿、〔｝．B1土gh　巳n邑W．江．P7er，Can．」．Biochem．

　　　　　恥y6土01岬一辺，9月（1959）

　　（c）　外部消灘及び順化

　　　（1）外部消毒

　　　　　止水状態で10ppm塩酸ク・ロテトラサイクリン水

　　　　　溶液で24時間薬浴を行った。

　　　②順　　化

　　　　　25℃×　14日間

　　（dプ溶解法（分散剤及び分散法）

　　　　　51’（b）に同じ

　　（e）試験温度

　　　　　25土て℃

　　〔f）　水槽中の溶存酸素量

　　　　　図一i2及びf5参照

⑨　水槽濃度

　　段定理由

　　　ECD一〔｝Cの精度上く定量できる緯度は、約4ppb（隅一

　　　4参照）である。水分析に赴いて100倍濃縮を仮定すると、

　　　計算上第2区の設定濃度は0．04ppbに浸るが、このように

　　　低い濃度に赴いて水中での供試物質の濃度を一定に倶つことは

　　　非常に簾かしい。よって、ppbオーダーの厚腔とt．ノて1乃ぴ10

　　　ppbを設飛した。

　　　供試物質の48T　Lm値は45ppm（図一5参照）であり、

　　　前述設定濃度にむける魚への生理的影噂は問題たい。
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　表一可　濃縮倍率を求めるための平均灘匿〔単位 ppb　W／v）



5．2．2　分析条件

　　　（a）　使用分析機器及ぴ条件
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㈲　分析試料の前処理

　（1）魚　体

試　験　魚

　　　　体長測定

F　－50℃で約1時間冷凍
　細片化
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②　試験水
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試験結果

　供試魚の状態

　　外観観察結果　　　正常

　濃縮度試験の結果

　　　表一2　　供試物質の濃縮倍率
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参考値：（　　）で表示

浸む試堅果の表示についエ濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。
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4　ppb（図一4参照）

検出限界の濃度（8／N≠2）：巳16ppb　（図一4参照）
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